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Encore
1月30日SSIS半導体シ
ニア協会総会での霍見芳
浩教授の特別講演は聞く
者に鮮烈な印象を与え
た。また非常に示唆に富
むものであった。余韻冷
め遣らぬうちにと、教授
が薦められた司馬遼太郎
著「アメリカ素描」を読

んだ。その中の「フィラデルフィア・資本の
論理」の章にアメリカの資本主義と日本の近
代化について、刺激的な［素描］があるのに
気が付いたので、紹介したい。
独立宣言の地、鉄鋼と造船とでアメリカ資
本主義の成長を牽引したフィラデルフィア市
を訪れ、工場が残骸の列となり、巨大な廃墟
群となっているのをみて、「（都市の使い捨て
というのがあるのか）と思うほどのショック
をうけた」と記している。「いわば豪儀なこ
とができるほど国土がひろいということもあ
るだろう。しかし資本というものの性格のき
つさが、日本とくらべものにならないという
こともある。この社会では、資本はその論理
でのみ考え、うごき、他の感情をもたない。
…論理が捨てたのである。凄みがある。」
他方日本の近代化について、「近代化がよ
かったと思う以上、明治維新は是認せざるを
得ない。幕藩体制…のままでは、…日本は植
民地になっていたに違いない。…日本がまし
な国だったのは、日露戦争までだった。あと
は…キツネに酒を飲ませて馬にのせたような
国になり、太平洋戦争の敗戦で、キツネの幻

想は潰えた。」とある。

21世紀に入り強烈なITバブルの崩壊を経験
した日・米は、その傷の深さという点では、
日本のそれは、アメリカの2倍から3倍はある
と云われている。その背景に戦後克服してき
た筈の「日本近代化の問題点」が実は未だ
綿々として継続していたことは否めない。い
ま再び世界の半導体業界はモバイル・コミュ
ニケーション、ディジタルコンシューマーを
中心に大きな成長期に入ってきた。「大きな
傷」を克服しつつ復活してきた日本がその原
動力となっている。と同時にアジア、アメリ
カ、ヨーロッパを巻き込んで、世界的な大競
争時代の幕開けの様相が明確に成ってきた。
日本は今度こそ「したたかな戦略」をもって
勝ち抜こうと決意を新たにしている。釈迦に
説法と思うが、この変化の真只中でしきりに
思うことは、半導体業界の発展を強力に推進
してきたものは、絶え間ない技術革新であり、
これが、商品の開発、生産、流通またビジネ
スプロセスに大きなイノベーションと富をも
たらして来たこと、また、その技術が生み出
す価値を尊重し、得られた利益が更に強力な
技術開発を加速するといった循環を重視する
文化が根底にあったという点である。半導体
がコンシューマーの領域に浸透し、世界的な
大競争時代に入ってきた今あえて、半導体ビ
ジネスのコアーとも云うべきこの文化を強化
し、それぞれの領域でしたたかな戦略をもっ
て、産業力の強化を図ることが日本のまた世
界の発展に貢献できる道であると信じている。

新たな成長に向けて 東京エレクトロン㈱ 取締役会長
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2004年度総会の開催にあたって
1月30日　年次総会開催

東京千代田区の学士会館にて

会長挨拶
SSIS会長　川西　剛

本日はSSIS半導体シニア協会の2004年度の総会にご
臨席いただきまして有難うございます。当半導体シニ
ア協会も1998年の発足から7年目に入ります。創立以来
会員の皆さまには多大なご高配をいただき今日を迎え
ることができまして心より感謝しております。
各分科会の委員から後程くわしく各々の活動につい
てご報告申し上げますが、昨年は中国上海地区の工場
見学を行い海外の業界の発展の見聞を広め、今年は新
事務所に移転して益々活動分野の充実に努力して参る
所存でございます。今度ともよろしくご支援をいただ
けますようお願い申し上げます。
発足7年目にあたり次の当SSIS半導体シニア協会の理
念を再認識したいと思います。
（1）SSISは、会員に新しい事への思想とチャレンジの

場を提供する。
（2）SSISは、会員に人間関係と知的交流の場を提供する。

（3）SSISは、グローバルな視野をもって活動する。
統計によりますと明治24年（1891）の男性平均寿命

は42.88歳、女性平均寿命は44.38歳でございましたが、
平成 9年（1997）の男性平均寿命は 77.19歳、女性平均
寿命は87.82歳と、今日我々は正に老人社会の到来の中
に生きております。いかに有意義なシニアの人生を送
れるかと言うことでSSISの活動が少しでもお役に立て
ていただけるよう努力する所存でございます。
次のシニアに送る言葉をもって私の挨拶とします。
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来賓ご祝辞
東京エレクトロン株式会社
取締役会長　東　哲郎氏

本日はSSIS半導体シニア協会にお招きいただき諸先
輩のまえでご挨拶をさせて頂く機会をいただき大変光
栄に存じます。私事ではございますが今年は初孫が生
まれる歳になりまして半導体業界での自分の人生を振
り返りながら色々と考えさせられる新年を迎えました。
世界の半導体業界は、従来のPC、携帯電話の需要の
回復に加えて、特に日本のお家芸であるDigital Consumer

及び、モバイル通信アプリケーションを中心にデバイス
の需要が大きく伸び、3年間に及ぶ停滞期を脱し明るい
新年を迎えております。
しかし、日本のお家芸といって安穏としてはおられ
ません。これらの新興アプリケーションには、既に世界
的規模で主要なITメーカーが参画してきておりまして、
まさにグローバルな大競争時代の幕開けとなってきて
おります。
また、基幹技術となる半導体に於いても海外のシス
テムLSIがいくつか既にコアーLSIとなってきており
ます。コンシュマーおよび通信というと、スピードと
低コストがトップ・プライオリティとして叫ばれてい
ますが、それだけでは十分ではありません。グローバ
ル規模の大競争に打ち勝つには、真の技術革新、差別
化技術が必要であり、この為の開発力に加え、知的財
産強化がとりわけ重要となってきます。その為にはこ
れらをサポート出来る利益体質をいかに構築するかが
成功のカギを握る重要要素であり、一層の知恵と努力
が必要と思います。
弊社東京エレクトロンは業界の皆さまからご指導を
いただきながら半導体装置メーカーの分野から日本半
導体業界復活の一翼として努力して参りたい決意を新
たにしておりますことを申し上げまして私の挨拶とさ
せていただきます。

1992年3月の米ニューヨー
ク。その夜、現ニューヨーク
市立大学教授の霍見芳浩と作
家の司馬遼太郎は語り合っ
た。バブル崩壊後、図らずも
露呈してしまった日米両国の
違いは、何に起因しているの
であろうかと。米国は持ち前
の自助力（自己回復力）で、
21世紀型の政治・教育改革を
断行し、再び高度成長を勝ち取った。これに対し、日
本は未だに自信を喪失したままである。
この両国の違いはどこから来るのか。日本はまるで
日露戦争後と同様、破綻を深めているように見える。
1904～1905年に勃発したのが日露戦争。当時の日本は、
国家戦略の基礎が、己の力と限界を知ることと悟って
いた。ロシアは日本が勝てる相手ではない。いかに終
結するかを前提に、踏み切った戦争である。講和条約
に米ルーズベルト大統領を仲介役として引きずり出し
たのがその証し。この戦争の後、日本はなぜか破綻の
道を歩んでいった。国家戦略のあり方という視点から
見れば、日露戦争での戦略は象徴と捉えることができ
る。これを起点に探っていけば、日本が自信喪失に陥
ったままの要因を解明できるかも知れない。
二人は再会を約束して別れたが、4年後の2月12日を

境に、永遠の別れとなってしまった。霍見は司馬より
一回り年下の1935年生まれ。60年に慶應義塾大学経済
学部を卒業後、68年にハーバード大学大学院で日本人
として初めて経営学博士号を取得した。カナダのクイ
ンズ大学、ハーバード大学、コロンビア大学、カリフォ
ルニア大学の各教授を経て、80年から現職。国際経営
学の分野では世界的に著名な人物である。また、その
辛口で歯切れのよい論陣から、米マスコミ界で「闘う
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アメリカのゆくえ、日本のゆくえ
－司馬遼太郎との対話から－

霍見芳浩氏（ニューヨーク市立大学教授）

霍見芳浩氏



大学教授：ファイティング・プロフェッサ」との異名
を持っている。再会を約束しながら永遠の別れを迎え
てしまった二人。92年3月の夜、投げ掛けられた疑問
を霍見は「司馬からの宿題」と捉え、解を求めて世界
の動きを見つめ続けている。
今回の講演テーマは「アメリカのゆくえ、日本のゆ
くえ」、「司馬遼太郎との対話から」がサブタイトルと
して添えられた。

国際経営学者としての視点
1．時代はハイテク情報化（デジタル）へと
ここ100年間における、世界政治・経済構造の変化
を見ると、二つに大別できる。一つは産業革命を基点
に88年まで続いた重化学工業の時代である。もう一つ
は89年から始まったハイテク情報化の時代である。
前者は求心力の時代とも表現でき、国力を決定付け
たのはハード・パワーである。パワーは時計方向、内
回りに円の中心に向かうことを求めた。このため、ビ
ジネス指向は、例えば日本ならば、東京への中央集権。
新幹線の開通が、この指向を加速させたのは周知の通
りである。企業形態は大企業型、しかもタテ型系列で、
経営は国内と海外を分離して推進した。そして、この
構造を支えたのが、前例の踏襲を第一とするアナログ
人間である。
これに対し、後者は遠心力の時代。ソフト・パワー
が国力を決める。パワーは時計と逆方向、外回りに大
きく回転することを指向する。情報の距離が IT化によ
りなくなるため、ビジネスは中央集権型から民主的分
権型に移行。企業形態は半導体産業にも見られるよう
に専門分社型へ。当然、経営は国内外一体化、ビジネ
ス推進力は自前のタテ型系列ではなく、分野別・専門
別に強い企業と組むヨコ型アライアンス（ネットワー
ク化）が担う。そして、この経済構造を支えるのが、
デジタル人間である。
前者の政治・経済体制を象徴する代表的な国家がソ
連であった。世界が後者の体制に移行しようとした時、
ソ連は行き詰まり、崩壊したのである。
時代は生き物、絶えず変化する。指導者は歴史感覚、
国際感覚、社会正義感（倫理感覚）の三大要素を常に肝
に銘じ、時代ごとに自国の国家戦略を構築し、国・民
衆を導いていかなければならない。この意味において、
日露戦争に踏み切った当時の日本の指導者には、三大
要素に裏打ちされた国家戦略があったといえよう。
2. 20世紀から積み残した負の遺産
ハイテク情報化時代を迎えたといっても、日本を取
り巻く世界情勢は20世紀の負の遺産を引き摺ったまま
である。イラクの石油付き沖縄化と、大統領選だけの

ために仕掛けたイラク戦争。ブッシュ帝国主義の対外
膨張と米国民主主義の破壊、そして米ドル支配の終焉
が横たわっている。また、中東、ロシア、中国、北朝
鮮の内部不安定と対外膨張の危惧は緊張感を強いる。
中国を安定国と見る向きもあるが、とんでもないこと。
今の中国はバブルに過ぎない。面積は日本の16倍、人
口は10倍だが、その70％は農民である。豊かさを求め、
民衆は都心部に流入。過密・膨張が進み内政に支障を
来たし始めると、膨らむ不満を外に向けようとする。
ミサイル配備など、台湾への強圧的な姿勢を展開し始
める。中国は決して、安定な国などではない。
我が国の硬直した経済・政治、それに伴う太平洋圏
経済の低迷も20世紀から持ち越した負の遺産である。
これら以外にも、日本を除く世界的な人口爆発、地球
温暖化を含む自然環境破壊による構造的気候不順と食
糧危機の問題も抱えている。地球温暖化で思い出すの
が京都議定書。ここからの脱退を表明したのは、他で
もない、あのブッシュ大統領である。まるで米国の傭
兵のようにイラクに赴任した日本の自衛隊員達。イラ
クに派兵したのは、石油を狙った米国と英国のみ。フ
ランスもドイツも、中国も派兵していない。小泉首相
がイラク派兵をどんなに飾り立てても、日本の判断は
世界の笑いものである。派兵の代償として、せめて、
ブッシュ大統領に京都議定書への再加入を約束させる
ぐらいの腹があれば、世界の視線も多少は変わってい
たかも知れない。
最後に、エネルギー問題も十分、念頭に入れておく
必要がある。現代社会のエネルギー源である、石油・
天然ガスなどの炭素エネルギーの産出量が減少傾向に
ある。おそらく2020年頃で限界に達するであろう。早
急に次世代エネルギーとして注目されている、水素エ
ネルギーへの移行技術を開発しなければならない。カ
ーボンナノチューブを利用した水素貯蔵技術など、
様々な新技術の実用化を急ぐべきである。
3．日本から消えた精神的武士道
ハイテク情報化時代を迎え、21世紀に突入した日本。
しかし、そこには20世紀から積み残してきた様々な問
題が大きく横たわっている。これに対処する国家戦略
は、歴史感覚、国際感覚、社会正義の三大要素をベー
スに構築しなければならない。
それにしてもと思う。国を取り巻く情勢はほぼ同じ
環境下にあるのに、なぜ米国は自己回復力が大きく、
日本は小さいのか。バブル崩壊後、なぜ、未だに自信
を喪失したままなのだろうか。公民権の弱さも要因の
一つであろう。米欧など先進諸国の多くは、革命とい
う名の元、民衆の血を犠牲に下からの改革で国を築き
上げてきた。それだけに腐敗に対する自己浄化力、低
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迷に対する自己回復力も大きいと思う。逆に日本は上
からの改革で成長してきた国である。改革を指揮する
リーダーの指導力待ちの面がある分、公民権も弱く、
自己浄化力や自己回復力にも自ずと限界があるのでは
ないかと書き手は個人的に想像する。
論旨を原点に戻そう。日本がリーダーの指導力に依
存する、いわゆる上からの改革で成長する国ならば、
日露戦争の開戦に踏み切った当時のリーダーはその責
務を果たしたと思う。当時のリーダーにあって、現在
のリーダーにないもの。それは精神的武士道であろう。
誠実、思いやり、名誉・信用、独立自尊、道徳的勇
気・倫理感覚など。とりわけ、自立・誠実・節度の三
要素で武士道を表現できよう。より平たく言えば、他
人に優しく、自らに厳しい精神である。日露戦争は幕
末を経て、1904～1905年に勃発した戦争と記した。武
士道は健在のまま、当時のリーダー達の血や肉として、
脈々と生きていたに違いない。
では、日露戦争を境に、なぜ日本は破綻の道を歩ん
でしまったのかとの疑問が生じてくる。リーダーの資
質としては武士道を持ちながら、政治モデルとしては
米国（ニューイングランド）を倣っていたにもかかわら
ず。考えられる一つの原因は、傲慢が生じたことであ
る。あたかも己一人の力で、ロシアをねじ伏せたよう
な錯覚に陥ったのではないか。戦後、見事な復興を遂
げ、経済大国とまで呼ばれるようになった日本。復興
を果たした自信はやがて、美辞麗句の中で傲慢に変質。
バブルが崩壊した後も、傲慢さだけは反省もなく生き
続ける日本の精神が見える。ただし、それだけで謎が
解けたとは言えない。ここの解明こそが、霍見に託さ
れた「司馬からの宿題」なのである。

ファイティング・プロフェッサとしての視点
熊本県出身の霍見は自らを、がさつではっきりもの
を言うタイプと自己分析する。日米貿易摩擦が盛んな
頃、テレビのトークショーに出演。がさつではっきり
と持論を展開したところ、米マスコミ界からこの異名
を与えられた。世に毒舌の評論家は多いが、素朴な疑
問を丹念に分析し、その綿密な分析力の上に論陣を張
る批評家は少ない。書き手は原稿を書く、取材のため
に出席したが、ふと気付くと時折、首を縦に振りなが
ら聞き入る熱心な聴衆と化していたのを覚えている。
今日の日米関係とは、言うまでもなく、小泉首相と
ブッシュ大統領の関係である。ともに国益や世界貢献
よりも、自らの政治支配と選挙を最優先する指導者で
ある。例えば、今回のイラク戦争。その青写真は11年
前の第一次湾岸戦争の時にすでに出来上がっていたと
いう。クエートからイラクを追い出す口実で連合軍を

形成、同時に米国はサダム失脚まで狙っていた。失敗
したのは、サウジアラビアの反対があったから。イス
ラム教がスンニ派とシーア派の2大勢力で構成される
ことはよく知られているが、サウジアラビアはシーア
派が支配。一方、イランもシーア派が支配している。
この両国の間に位置するのがイラクである。イラクも
シーア派が大勢を占めるが、サダムがスンニ派のため
同派の支配下に置かれている。サダムが失脚すれば、
イラクはシーア派支配へ。イランのサウジ侵攻が行い
やすくなる。サウジアラビアはイランからの防波堤と
して、サダム失脚に反対したのである。
第一次湾岸戦争後、イラクは経済封鎖の処置を受け
た。同国の石油は国連の管理下で輸出された。一番の
輸入国は米国である。石油だけが狙いなら、そのまま
買い続ければ済むことだが、我慢できない男が一人い
た。ブッシュ大統領である。世界第 2の石油埋蔵量を
持つイラクに大量のお金が流れ込むこと、またOPEC

（石油輸出国機構）を脱退したイラクが主要石油産出国
をコントロールすること、その両方をサダムが支配す
ることに我慢できなかったのである。サダムを失脚さ
せ、石油を押さえ込むと同時に中近東に恒久的に軍事
基地を保持。イスラエルとパレスチナを監視下に置く
ことをブッシュ大統領は望んだ。前述した、イラクの
石油付き沖縄化が真の狙いである。
国際的リーダーシップを執ったブッシュ前大統領と
は裏腹に、その子供は虎視眈々と戦争を仕掛けるチャ
ンスを狙っていたのである。日本の真珠湾攻撃と同じ
ように、空軍を奮い立たせるような事件を。2001年9月
11日のテロを契機にタリバンを掃討。その黒幕がサダ
ムであり、サダムの所有する大量破壊兵器がテロ集団
に流れていると声を大にして叫んだ。それがイラク戦
争を引き起こす口実である。
やられる前にやる。予防的独断専行、殺人罪にも等
しい行為。それがイラク戦争の実態である。本当は米
国が踏み切ってはいけない戦争だった。インド対パキ
スタンや中国対台湾など世界の様々な緊張も、米国が
予防的独断専行を行わないことが歯止めになっていた。
その歯止めがなくなってしまったのである。そして、
その米国の傭兵として、イラク派兵の決断を下したの
が小泉首相である。派兵期間の期限も明確にせず、京
都議定書への再加入をブッシュ大統領に約束させる度
量すらもなく。
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1月30日　年次総会開催
東京千代田区　学士会館にて

総会報告
2003年度活動報告・2004年度活動計画

2003年度活動総括報告は、梅田運営委員長より報告
がなされ、各活動委員会の報告が各委員よりされ、会
計報告は山本事務局長よりなされ、和田監事より監査
報告がされ承認された。2004年度活動計画の基本方針
は梅田運営委員長より説明され、各委員会活動計画は
各委員長より説明され、予算については山本事務局長
より提案され承認された。

I．2003年度活動報告
【活動の総括】
設立6年目を迎え、より活発な活動をするため新た
に副会長に株式会社ニコン代表取締役会長吉田庄一郎
氏に就任いただき、協会の発展にご助言とご鞭撻をい
ただくことにした。8月には専任事務局長として、元日
本ワトロー社社長山本孝雄氏に就任していただき、事
務内容と作業の明確化を行い経費の節約と運営の独立
を図った。これまでのサイペック㈱への全面業務委託
から収支決済を全面的にコントロールすることで経費の
節約を図ることを目標に、2004年2月に新事務所への
移転を決定した。
半導体産業は数年来、極めて厳しい環境にあって、
賛助会員企業におかれても、半導体部門の子会社化や
合弁企業の新設など業容の変化が激しく行われたため、
大手の賛助会員企業から予定通りの会費の納入をして
いただくことができなかった。運営に当たって経費の削
減に努めたが、収入減を補うことはできず、残念ながら、
不足分をシニアファンドより取り崩して充当した。止むを
得ない事情があったとはいえ、誠に残念な結果であった。
会報の発行、求人・求職情報の配布、研修会、講演
会、フォーラム、ライフプラン懇談会、の開催など会員
諸氏から高い評価を受けている。特に、6月に開催し
た九州地区と10月に開催した上海地区の半導体企業の
見学会は非常に盛況で、参加者から好評をいただいた。
【活動内容】
1．主要な協会運営活動の要約
（1）年次総会　1月29日
（2）諮問委員会　7月8日

（3）運営委員会　毎月第2木曜日
（4）賛助会員連絡会　7月8日
2．会員状況の要約
現在の個人会員、賛助会員、またこれからご賛同い
ただける新会員の皆様の半導体シニア協会へのご理解
の向上を図る目的で「入会メリット」と「半導体シニア
協会活動指針」、さらに協会の最大の資産ともいえる個
人会員のご出身企業を含んだ名簿を記載した「紹介資
料」をまとめた。
会費の負担を軽くしてより多くの会員のご入会をい
ただく目的で、2002年に引き続き個人会員また賛助会
員にご負担いただく会費は2002年と同様に据え置きと
させていただいた。
各賛助会員社担当の連絡委員（Liaison）を設置し渉外
活動強化を図り、2003年度は個人会員数の100名増員
と賛助会員数を 38社から100社に増加を目標に掲げた
が、この目標を達成することが出来なかった。次の表
に示すよう個人会員また賛助会員ともにかなりの数の
入脱会が見られた。これら脱会の理由は個人会員の脱
会に関しては会員個人の方々の諸般の事情によるとこ
ろが大であるが、賛助会員の脱会に関しては当協会と
して脱会賛助会員の要求事項を把握しきれていないケ
ースが多くあった。当協会の活動のPRを強化し賛助
会員の要求内容の把握ができるよう連絡委員と事務局
が連携して渉外活動を強化して、賛助会員のみなさま
のご期待に応えられるよう努力したい。

3．委員会活動
3.1 ライフプラン懇談会活動

SSISの趣旨にある「業界社会への恩返し」と「30才以
降の人生設計」に提言・忠告をいただける人生経験の
豊かな講師をお迎えして以下の6回のライフプラン懇談
会を催した。

21回 2月 高橋　裕氏 国連大学特別顧問
22回 4月 鳴戸道郎氏 富士通㈱特別顧問
23回 6月 堀江洋之氏 元東京エレクトロン㈱企画部長
24回 7月 江見康一氏 一橋大学名誉教授
25回 9月 飯塚哲哉氏 ザインエレクトロニクス㈱社長
26回 11月 中村末広氏 ㈱ソニー中村研究所社長
3.2 関西委員会活動

2003年度は6月のSEMIフォーラムと協賛のSSISシン
ポジウムと11月のセミナーを開催した。参加者は総数
149人を数え、前回2002年に比較して参加者は9人の減
少を見ながら収益の面では75％の増額になった。これ
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2003年1月10日現在 2004年1月10日現在 退会 入会

個人会員 244名 251名 29名 36名

賛助会員 38社 38社 8社 8社�



は時勢のニーズをとらえ参加料金に十分反映した内容
のプログラムを組み、集客活動を徹底させたことが大
きく寄与した結果である。詳細については中国の若手
経営者を囲んでの「座談会」、企業人お二人と学研から
のお一人の三人の方々の「基調演説」、経済人、プレス関
連、学研、半導体産業界からの6人による「パネルディ
スカッション」の三部から構成した密度の高いものに
した。参加者は関西地区以外から40％、非会員が40％
という内容になり、SSISの知名度が向上し、研修会へ
の評価と期待が高く定着しはじめ、全国区の傾向が見
られ始めた。

11月の研修会は時間も限られ規模を縮小したものに
なったが49名のご参加をいただいた。特にセミナー開
始前に中国問題相談コーナーを設けたところ15名の参
加者があり好評を博した。
3.3 研修委員会活動

2003年度は特に国際競争力のある国産半導体メーカ
ーに焦点を当てて競争力がどのように獲得されたかを
顧みながら今後の教訓とする目的で以下の 6回の研修
セミナーを開催した。

2月度　国産半導体メーカーは国際競争力をいかに獲
得したか： 工業調査会社長　志村幸雄

4月度　外人経済記者からみた日本の半導体産業の潜
在的国際競争力：
ビジネス・ウイーク記者　Irenne M. Kunii 女史

7月度　21世紀の新市場と企業経営：
三洋電機取締役

近藤定男氏（前三洋電機社長）
8月度　ソニーCCDの強い国際競争力獲得の背景：

サクセス・インターナショナル
川名喜之氏（元ソニー研究所長）

10月度　私的体験からの III-V化合物半導体デバイスと
その国際競争力： 富山県新世紀産業機構

南日康夫氏（元NEC研究所、筑波大学名誉教授）
12月度　産業の成熟とハイテクベンチャーによる飛躍：

アイティーファーム　向林　隆氏（元NEC）
初めての試みとして賛助会員会社への研修セミナーに
ついてのアンケート調査を実施した。教育の一環として
当協会の研修セミナーへの期待、また新技術、新市場の
動向に関連するセミナーへの要望が多数を占め、2004

年以降の研修セミナー活動への貴重な参考指針を得た。
研修セミナーの集客率の改善は急を要する課題であ
り、このことは収支の改善に直接に関連し研修セミナ
ーの内容の充実性にも影響してくる。案内の徹底と、
経済的で便利性の高い会場選びに努力し、会員また非
会員のSSISセミナー活動への関心度の向上と普及に結
びつけることを今後の課題にする。

3.4 編集委員会活動

新スタッフで会誌ENCOREの報道性と内容充実のさ
らなる向上を図った。
委員長：内田雅人（新任）
委　員：秋山信之（新任）、岡田 隆（委員長任期満了、

委員新任）、中川　洋、堀江洋之、水野　修
（新任）、山本　勇

編集室　鈴木　衛（サイペック）
会誌ENCOREは関西SSISシンポジウム特集号含め28

号から32号まで5回発行をした。各号の編集に当たっ
ては担当委員を選任しグループとしての特色を生かし
内容の充実をはかった。

No.28号（1月号（16頁）堀江／山本委員担当）
No.29号（4月号（20頁）岡田委員担当）
No.30号（7月号（20頁）内田委員担当）
No.31号（8月号特集号（12頁）山本委員担当）
No.32号（10月号（16頁）中川委員担当）
特筆事項としては30号から表紙のデザインを明るく、

見やすく、すっきりとしたものに変更した。また、28号
から「半導体今昔物語…海外編」という新企画欄を開設
し半導体技術の導入等での海外赴任等の経験をされた
会員の経験談を紹介し、SSISの会誌としての特色の一
環とした。32号から新会員を紹介する「新会員の一言」
欄を新設した。また、予算対策として頁数の調整と記
事化経費の見直しを行い経費削減を行った。
3.5 文化活動委員会

2003年春の活動として6月5日に半導体工場見学と懇
親会を九州で行った。参加者は総勢36名で㈱ルネサス
テクノロジ熊本工場、31名で日本電子材料㈱の熊本工
場を各々訪問した。6月6日には11名の参加者で阿蘇東
急ゴルフクラブでSSIS懇親コンペを行った。
秋の活動は 10月27日から30日までの 3泊 4日の旅程

で18名の会員の方の参加をいただいて中国の上海地区
の半導体工場見学を実施した。訪問させていただいた
工場はGAPT（Global Advanced Packaging Technology）、
SMIC（Semiconductor Manufacturing International

（Shanghai）CorporationとHHNEC Shanghai Huahong

NEC Electronics Co., Ltdの三社で、上海到着初日と帰国
日には上海の町並みを散策した。
また、10月28日には蘇州の歴史散策を楽しんだ。現
地でお世話いただきました川西会長またダイクさんに
感謝します。
3.6 広報委員会

活動内容は協会と会員間の相互交流を目的にEメール
配信またHPへのアクセスの促進を中心に活動した。E

メール配信は残念ながら 1回しか実施できなかった。
HPへのアクセス回数は昨年11月12日現在で総数22,643
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件で、昨年は400件／月で伸び悩みぎみである。
3.7 提言・提案グループ

2002年に続き第二回目の提言活動を実施した。総勢
31名の方々からインタビューを通して「個の自立の確立
と個の活性化競争力」に論点を絞り込みご意見をお聞き
した。詳細にわたる報告は会誌アンコール（ENCORE）
33号（一月号）に掲載した。尚、この提言・提案活動は
今回で一応終了とする。
3.8 半導体教育交流会

2003年度は各種講習会、各種機関での教育に携わっ
ているSSIS会員が、それぞれの知識、情報、経験等を
持ち寄り相互に高め合い講習、教育内容を充実させる
という趣旨で少なくとも年4回交流会を実施する計画で
あったが 1回の実績に終わった。2003年度総会で承認
された「半導体の専門家に付与する“資格検定”制度」
をつくることの可能性について検討を重ね 9月期の運
営委員会で論議した。このテーマは本教育交流会だけ
で扱うとしては大き過ぎると言う結論に達し、今後、
業界各機関と連携して進める方向をとりたい。ただし、
“資格検定”の受講対象は賛助会員企業の技術者の場合が
多い。SSISには半導体技術教育に尽力してきた会員が
多く、その存在意義が大いに評価されると考えられる。

II．2003年度会計報告の要約
表1の会計報告の要約と表2の収支報告が承認された。

III．2004年度役委員の選任
表3の各役員が承認された。

IV．2004年度活動計画
【基本方針】
個人会員・賛助会員にSSISのメリットを認識してい
ただき、期待に応えるため、さらに充実した各分科活
動を積極的に提供する。特に賛助会員企業との関係を
緊密なものとするための活動を展開するために、新た
に50万円の予算措置を講じて事務局と会員担当委員に
よる賛助会員の訪問また意見交換の機会を増し、会員
増強推進活動に積極的に取り組む。また、分科活動の
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表1 2003年度の会計報告

予算 実績
 収入の部 15,610,000 15,553,606

 支出の部 19,060,000 20,128,331

 収支差額 －3,450,000 －4,574,725
 
差額処分

シニア・ファンドより繰り入れ シニア・ファンドより繰り入れ�
3,450,000 4,574,725

 次期への繰越金 0 0�

シニア・ファンド
期首 期末

19,097,462 14,522,737

表2 収益計算報告　注）実績の欄は2003年12月31日〆の集計

会計年度 2003�

収入の部 予算 実績
科目 17,210,000 15,553,606

1．会費収入 14,700,000 12,067,500

個人会員 2,700,000 2,357,500

賛助会員 12,000,000 9,710,000

2．参加料収入 2,500,000 2,059,500

研修会 2,000,000 1,819,500

東京  636,500�
大阪（SEMIフォーラムを含む）  1,183,000

総会 500,000 240,000

3．寄付金 0 1,424,000

4．雑収入（利子等） 10,000 2,606

5．シニア・ファンドからの繰込金 1,750,000 4,577,331

支出の部 予算 実績
科目 18,960,000 20,128,331

1．活動費 11,100,000 11,067,008

求人求職サポート活動費 0 0

ニュース発行費 2,800,000 2,826,958

集会費 4,200,000 4,432,480

賛助会会議費 800,000 174,678

総会費 800,000 778,702

研修会費 2,600,000 3,479,100

東京 1,600,000 1,656,604
大阪（SEMIフォーラムを含む） 1,000,000 1,822,496

文化活動費 0 51,207

図書資料費 0 0

分科会費 1,000,000 1,097,278

ライフプラン懇談会 500,000 822,192

提言グループ費 300,000 235,226�
教育交流会費 200,000 0�
その他分科会 0 39,860

運営委員会費 400,000 409,010

委員会交通費 1,200,000 921,340

スティアリング・コミッティ 100,000 180,495

活動振興費（名刺） 100,000 202,020

ホームページ維持費 400,000 490,082

通信費 1,000,000 456,138

2．管理費 7,760,000 8,977,260

業務委託費（サイペック） 7,560,000 7,560,000

事務局費 0 1,145,480�
交通費
事務所維持費 0 0

電話・Fax�
事務消耗費（コピー費 等） 200,000 271,780�
水道光熱費 0 0�
人件費（パート：4時間／日） 0 0�
事務所初期準備費 0 0�
家賃 0 0

3．雑費 100,000 84,063

4．差額 －1,750,000 －4,574,725
シニアファンドより繰入金 1,750,000 4,574,725
収支差額 0 0

5．シニアファンド内訳 予算 実績�
期首合計積立金額 19,097,462 19,097,462

当期一般会計より繰入 0 0�
期中収入（利子等） 0 4
期中支出 1,750,000 4,574,725

次期会計年度繰越総額 17,347,462 14,522,737



さらなる質の向上を図り、賛助会員の各社から若手の
皆様からの研修会等への興味の増強を図り、参加いた
だける機会の提供のPRに力を入れる。この他に、新た

な企業訪問や地方自治体また専門工業高校を視野に入
れた賛助会員の開拓にも着手する。2004年度は個人会
員100名、賛助会員企業15社の増加を目標とする。
経費の健全化と本協会の独立性を確立する目的で

2004年3月1日から新事務所に移転する。2005年以降は
現状の業務委託による運営経費から20％の節約が予測
される。このことはSSIS半導体協会の将来の発展を確
立するために必要不可欠である。新しく会員増強推進
活動に積極的に取り組むことで個人会員会費収入の
25％増と賛助会員会費収入の12％増を予測する。研修
会からの参加料収入は2003年と同等の予測、個人会員
の皆様からのご寄付は今年は 260万円を計上させてい
ただく。
【主要協会運営活動】

1）年次総会：2004年1月30日（金）
学士会館（東京・神田錦町）。

2）運営委員会：東京で毎月1回。
3）諮問委員会：年2回開催する。
4）賛助会員連絡会：年1回開催。
5）研修会：東京と大阪で（SEMIフォーラムを含む）
開催。開催頻度に関しては各担当委員に一任。

【各委員会活動】
1．ライフプラン懇談会活動
ライフプラン懇談会は以下の 4回の開催をもって終
了する。30回にわたるライフプラン懇談会の各講師の
公演内容は近い将来出版する計画である。

27回 2月 川名喜之氏 元ソニー CCD開発担当部長
28回 4月 奥島孝康氏 元早稲田大学総長
29回 6月 ロバート・ロー氏

日本バルカー工業専務執行役委員
30回 7月 坂本幸雄氏 エルピーダ社長
2．関西委員会活動

2004年度は 6月のSEMIフォーラムと協賛のSSISシ
ンポジウムと秋のセミナーを開催する。予算の関係で
2003年度のような充実したものにはならないかもしれ
ないが、6月のSSISシンポジウムのフォーマットは昨年
と同様に SSIS川西会長の業界とシニアライフへの提
言、座談会、基調演説そしてパネル・ディスカッショ
ンの四部からの構成で一般参加の方また会員皆様のご
期待に応えられるよう努力する。このシンポジウムの
基調演説は東京エレクトロンの東会長また半導体産業
新聞の泉谷様にお願いしたいと考えている。
3．研修委員会活動

2004年度は賛助会員からの要望の把握に努力して題
目と講師の選定を厳格にして新技術、新市場のテーマ
はもとより講師は内外からの招聘を考え、会場での応
答性に富んだ魅力のある研修会にする。特に隔月の研
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＜会長＞�
川西　剛 TEKコンサルティング 代表�
＜副会長＞�
吉田庄一郎 ㈱ニコン 取締役会長兼CEO�
＜諮問委員＞（50音順）�
牛尾真太郎 元：沖電気工業㈱�
梅田治彦 コマツ電子金属㈱ 顧問�
大見忠弘 東北大学 教授�
大山昌伸 ㈱東芝 常任顧問�
岡部太郎 半導体理工学研究センター 客員�
河崎達夫 元：松下電子工業㈱�
金原和夫 ㈱日立製作所 名誉顧問　�
小林武次郎 元：三菱電機㈱�
小宮啓義 三菱電機セミコンダクタ・アプリケーション・�
 エンジニアリング㈱ 顧問�
志村幸雄 ㈱工業調査会�
高橋昌宏 ソニー㈱ 顧問�
棚橋祐治 石油資源開発㈱代表取締役社長�
豊田博夫 元：NTTエレクトロニクス㈱�
中原　紀 三洋電機㈱客員顧問�
東　忠男 元：沖電気工業㈱ 副社長�
平林庄司 三菱電機㈱ 顧問�
牧野　力 新エネルギー・産業技術総合開発機構 理事長�
牧本次生 ソニー㈱ 顧問�
安福眞民 イノテック㈱ 顧問�
＜監事＞�
中村信雄 センサレージャパン㈱ 代表取締役�
和田俊男 ワダ エル・エス・アイ テクノロジーズ 代表�
＜運営委員＞�
委員長：梅田治彦　コマツ電子金属㈱ 顧問�
幹　事：山根正煕　伯東㈱ 顧問�
委　員（50音順）：�
秋山信之 元：コマツ電子金属㈱�
荒木洋一 ㈱TSトータルサービス 取締役企画業務部長�
荒巻和之 ㈲セミコンブレーン代表取締役�
内田雅人 ㈱フェローテックシリコン 技術顧問�
榎本信能 ㈱ハロラン・エレクトロニクス 代表取締役�
大倉金吾 ㈱半導体総合研究所 顧問�
岡田　隆 元：アネルバ㈱�
小川修平 ㈱フジキン 代表取締役社長�
柏木正弘 慶應義塾大学 訪問研究員�
加藤俊夫 サクセスインターナショナル㈱ 代表取締役�
鎌田晨平 ㈱クリン・イー 代表取締役�
河崎達夫 システムLSI技術学院 学院長�
島　　亨 ㈱小松製作所 顧問�
鈴木司郎 ジーケーエス事務所 代表�
Richard Dyck ティーシーエスジャパン㈱代表取締役�
田中俊行 マイクロン ジャパン㈱常勤監査役�
谷 奈穂子 ㈱セミコンダクターポータル 専務取締役�
出水清史 信越半導体㈱ 顧問�
中川　洋 ㈱熊谷組 部長�
中原　紀 足利工業大学 客員研究員�
中山　蕃 SEMI International Advisor�
野澤滋為 日本DSPグループ㈱ 代表取締役�
野澤祐輔 ATQMS研究所 代表�
原田宙幸 三菱商事㈱ 顧問�
星野　清 ㈲エー・ビ・シー・プランニング 取締役社長�
堀内豊太郎 元：日本テキサスインスツルメンツ㈱�
堀江洋之 元：東京エレクトロン㈱�
麻殖生健治 チャレンジャー・グレイ・クリスマス㈱ 顧問�
松本光由 ㈱つくばセミテクノロジー 代表取締役�
溝上裕夫 ケーエルエーテンコール㈱ シニアアソシエイツ�
三宅隆一郎 イノテック㈱ 顧問�
村川順之 サイペック㈱ 代表取締役社長�
森山武克 ㈱フェローテック 顧問�
吉見武夫 ㈱オムニ研究所 取締役社長�
事務局長：山本孝雄�

表3 2004年度役委員・委員



修会とは別にマネジメント・コース的な新しいビジネス
モデル関連のセミナーを開催してSSISそのものの広報を
誘起することも計画したい。SSISの委員会活動の中でも
中核的な研修セミナー活動のさらなる内容の充実、案
内の徹底と、経済的で便利性の高い会場選びにもさらな
る努力をし、会員、非会員また賛助会員の各社から若
手の皆様にもSSISセミナー活動への関心度の向上と普
及を図ることで集客率また活動費用の収支の改善に結
びつける。
4．編集委員会活動
幅広い情報収集によるテーマの選定を厳格にして基
幹コーナーの「ニュース最先端」、「話題の技術」、「観
測気球」の内容の充実をさらに図る。海外編で始めた
「半導体今昔物語」を国内編、装置編さらに材料編へと
裾野を広げ内容の充実したものにする。会員へのPRを
徹底させ、会員からの投稿の勧誘を募り「ハーブの香」、
「読者の広場」、「新会員の一言」の活性化を図る。2004

年度も前年度と同様に5回のアンコールの発行を行い、
ページ数年間12ページ増やして内容を豊富にする。
5．文化活動委員会

2004年春の活動として国内の半導体工場見学と懇親
会を関東地区で 5月下旬に実施する。秋には 11月上旬
に海外半導体工場見学を実施する。候補地としてはイ
ンドとシンガポールを現在検討している。
6．広報委員会
ホームページ（HP）を通じての協会と会員間の相互
交流のさらなる促進をする。ホームページの内容の見
直しと会報の電子配信等の機能の充実を図り会員候補
の本協会への勧誘に結びつける。
7．提言・提案グループ

2004年度この活動は行わない。
8．半導体教育交流会

2004年度も引き続き「半導体の専門家に付与する
“資格検定”制度」の制定に向けた活動を主なテーマと
し活動をする。どなたでも参加していただくが2004年
度は参加いただいた方々の中から幹事数名を選出して
活動推進の具体化に移る。幹事が中心に企画・推進を
行ない資格制度について検討を深め、インターネット
を通じて会員に伝え意見・提案を募る。検討の各段階
で運営委員会、諮問委員会に諮り2004年度の終わりま
でにはSSISの統一した認識を持つ。産・学・官、関連
諸団体。機関との連係を図る。各方面の識者の意見・
提案を受ける。

V．2004年度予算
表4に示す予算案が承認された。
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表4 2004年度予算

会計年度 2003年度実績 2004年度予算
収入の部
科目 15,553,606 18,412,000

1．会費収入 12,067,500 13,770,000

個人会員 2,357,500 3,000,000

賛助会員 9,710,000 10,770,000

2．参加料収入 2,059,500 2,040,000

研修会 1,819,500 1,800,000

東京 636,500 700,000

大阪（SEMIフォーラムを含む） 1,183,000 1,100,000

総会 240,000 240,000

3．寄付金 1,424,000 2,600,000

4．雑収入（利子等） 2,606 2,000

5．シニア・ファンドからの繰込金 4,577,331 0

 支出の部
科目 20,128,331 18,234,000

1．活動費 10,576,926 9,120,000

求人求職サポート活動費 0 0

ニュース発行費 2,826,958 3,000,000

集会費 4,432,480 3,000,000

賛助会会議費 174,678 200,000

総会費 778,702 800,000

研修会費 3,479,100 2,000,000

東京 1,656,604 1,000,000
大阪（SEMIフォーラムを含む） 1,822,496 1,000,000

文化活動費 51,207 70,000

会員増強推進活動費（新） 0 500,000

図書資料費 0 0

分科会費 1,097,278 400,000

ライフプラン懇談会 822,192 400,000

提言グループ費 235,226 0�
教育交流会費 0 0�
その他分科会 39,860 0

運営委員会費 409,010 400,000

委員会交通費 921,340 600,000

スティアリング・コミッティ 180,495 50,000

活動振興費（名刺） 202,020 100,000

ホームページ維持費 490,082 400,000

通信費 456,138 600,000

支出の分 2003年度実績 2004年度予算
2．管理費 8,977,260 9,034,000

業務委託費（サイペック） 7,560,000 1,260,000

事務局費 1,145,480 2,670,000

交通費 72,000

事務所維持費 0 420,000

電話・Fax 378,000

事務消耗費（コピー費 等） 271,780 75,000

水道光熱費 0 189,000

人件費（パート：4時間／日）  1,100,000
事務所初期準備費  350,000
家賃  2,520,000

3．雑費 84,063 80,000

4．差額 －4,574,725 178,000

シニアファンドより繰入 4,574,725 0
収支差額 0 178,000

5．シニアファンド内訳 実績
期首合計積立金額 19,097,462 14,522,737
当期一般会計より繰入 0 178,000
期中収入（利子等） 0 0
期中支出 4,574,725 0
次期会計年度繰越総額 14,522,737 14,700,737



大企業が成長していくため
には、ベンチャー企業の育成
が必要ということは、よく言
われることですが、実際には、
日本ではまだまだそれは現実
のものにはなっていません。
いま、私はベンチャーキャピ
タルの一員となり、革新的な
技術、アイデアをもつベンチ
ャー企業を支援する立場にあ
ります。今日は、大企業の論理とベンチャー企業の論
理の双方を知る立場からお話していこうと思います。
シリコンバレーから見たアジアと日本
現在、シリコンバレーから見て、アジアと日本は、
どのように受け止められているのか。中国はやはり将
来の戦略的市場であることに変わりはありません。そ
して、優秀な技術者の供給源としても注目されていま
す。アメリカの大学を非常に優秀な成績で卒業するの
は、中国人、インド人、最近ではベトナム人が占めて
います。グローバルな人材供給源であり、コスト効率の
よい技術開発委託先となるわけです。韓国は、三星効
果が突出しており、それ以外はあまり特長はありませ
ん。さて、日本はというと、デジタル家電、DFMなど
が希望の光であるものの、市場の成熟、グローバルな
プレーヤーの不足などによって、先行きが見えにくい
状況にあります。そして、もう一つ、意志決定の遅さ
が大きなネックです。やるかやらないかを決めるのに
半年もかかり、そうしているうちに外国企業に先を越
されてしまう。そうした状況が続いています。
シリコンバレーの強さ
日系企業の凋落の大きな要因として、大企業に成長
限界が訪れているという見方ができます。内向きの競
争、管理部門の権限肥大化、複雑な意志決定、黒字部
門と成長部門の資源配分のジレンマ、組織への貢献と
個人のメリットの不一致、技術の空洞化などが、その
限界の理由として挙げられます。そして、この状況が、

これら大企業をターゲット顧客とするベンチャー企業
の成長を阻害する理由と結びついています。
シリコンバレーは、ベンチャー企業の成長躍進によ
って、産業構造を転換させ、持続的な成長を実現させ
てきたと言えるでしょう（図1）。アメリカにおいて、
ベンチャー企業の経済効果は甚大なものがあります。
1990年から2000年までの雇用増の要因は、ほとんどが
ベンチャー企業に起因するもので、現在1250万人がベ
ンチャー企業もしくはベンチャーとしてスタートした
企業で働いています。軍需～半導体～PC～インターネ
ットと産業構造の転換を加速させてきたのもベンチャー
企業。そしてGDPの11％を占めるまでとなっています。
輸出量も多く、また多額の研究開発費を投じていること
の経済効果も小さくはありません。
なぜ、こうもシリコンバレーが強いのか。それは環境
にも要因があります。UCバークレー、スタンフォード
大学、ローレンス・リバモア研究所、スタンフォード
の素粒子研究所、NASAの研究所、他が存在し、技術
の供給源となっていること。大学や各種ファンドが資
金の供給源になっていること。そして、IPO経験者を
はじめとしたマネジメント人材が豊富であることも強
みです。さらにはベンチャーキャピタルやインベスト
メントバンク、専門に特化した法律事務所、会計事務所
などが充実していることも重要です。例えば、東京で
国際的なテクノロジー関連の契約や法的措置に通じた
弁護士を探そうと思っても10人に満たないのではない
でしょうか。気候がよく、人が集まりやすいことも背
景にあると思いますが、交通やオフィス、住居、教育、
生活インフラの整備といったことを明確な目標をもっ
て戦略的に行なっているところは見習うべきです。シ
リコンバレーには、バイオ、ナノ、ITを融合する都市と
いう地域のテーマがあるわけですが、サンディエゴには
通信系企業が集まり、ヒューストンには、ヒュースト
ンメディカルセンターを中心に世界中からがん研究者
が集結するといった、地域間の競争もあります。
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2003年12月度研修会

産業の成熟と
ハイテクベンチャーによる飛躍
㈱アイティーファーム　向林　隆氏

向林　隆氏

図1 シリコンバレーに見る産業構造の転換



ベンチャーキャピタルのことに触れますと、シリコン
バレーのベンチャーキャピタルは、出資者からリスクは
高いけれど、もし実現したら大化けする革新的な案件
に投資することをミッションとして与えられています。
ですから、ここだと思う企業に思いきった支援を行な
う。書類審査で、有望と思われるときは3百万ドルか
ら5百万ドルの出資をし、軌道に乗るまでの資金として、
その3倍程度の資金をとっておく。リスクは大きいけれ
ど、グローバルなマーケットで成功すれば10～50倍の
キャピタルゲインが得られるといった具合です。
ベンチャー企業と同様なことが成熟した企業にでき
ないのには、専門家を短期間で集められないことや、
リスクマネーも出資しにくいということがあります。
ベンチャー企業はそうした革新的なことをミニマム
リスクで行う仕組みということができるでしょう。シ
リコンバレーにおけるベンチャーキャピタルの投資は
2002年で、およそ5兆円規模。日本はその5分の1から10

分の1の投資状況。日本の経済をアメリカのおよそ半分
と見れば、もっと伸びてもいいと考えられます。
日本のベンチャー企業
国内のベンチャー企業に目を向けます。日本にも多
くのベンチャー企業がありますが、大きく成長できる
企業は非常に少ない。血のにじむような努力と幸運が
なければ大きな成功は難しい。各社とも大手の下請け
として日銭を稼ぎながら独自の技術を確立して、時間
をかけて対等の関係を築いていく、ライセンスするよう
になっていくというのが多くでしょう。
実際にベンチャー企業を支援して実感することは、
第一に人材調達の難しさです。資金はどうにか調達で
きたとしても、インプリメントを務める優秀な技術者
はほとんど大企業が独占していて、来てもらうことが
できない。戦略・アライアンスにたけた人もいない。
悩みの多いところです。
次に顧客の体質。新しいアイデアを紹介に伺った場
合、大手企業では自分たちでできると回答されること
が多いですね。しかし、それを実際にすぐにはできな
いでしょうし、現実に実行されることも少ないと思い
ます。日常のルーチンワークに流されてすでに好奇心
が喪失している場合もあります。また窓口の方がアポ
イントに対して必要以上に慎重になる傾向もあります。
さらに悩みなのは、小企業を下請け扱いされる場合の
多いことです。契約によりベンチャー企業からライセ
ンスやサービスを享受しておきながら、対価を踏み倒
す、値切るという行為も珍しくありません。契約して
おきながら、パートナーとして認めていないわけです。
資金面では、1億円程度の小規模の支援しかできない

のが現状です。

サポートインフラといったところでは、設計、製造
サービスの人材については少しずつですが活路が見え
てきました。法務、財務などのプロフェッショナルサ
ービス、ハンズオン型VCというところはまだまだ不足
しています。
スピンオフの可能性
日本のベンチャーキャピタルは一般的に、事業経験、
ハイテク業界における人脈が不足しており、実務的な
事業支援能力が低いということ。また、初期段階の資
金調達、人材調達が難しいということなど。つまり事
業運営上必要な支援を満足に受けられていないという
のが実態でしょう。
そうした中で昨年より私たちが新しい試みとして挑
戦したのがスピンオフという方法です。個人が企業を
飛び出して起業するのでは時間がかかり過ぎることか
ら、大企業の一つの課、あるいはグループが社外に出
て事業化していくという方法について、複数の企業の
トップを訪問して議論しました。双方のメリットは図2

に挙げますが、これに反対されるトップの方はほとん
どいらっしゃいませんでした。1件のみですが、実際に
NECから半導体の測定装置の技術をもった部門がスピ
ンオフに至りました。実績としては1件しかありません
が、大企業の研究所などには、直接、会社のビジネス
とはつながらないけれど魅力的なプロジェクトという
ものがまだいくつもあります。そうしたところにスピ
ンオフの方法が効果的ではないかと考えていますが、
会社側の姿勢や当事者の志向などの条件が一定の時間
枠の中で整わなくてはなりません。
最後にこれから日本がなすべきことを申し上げます。
まず、人材の流動化と起業経験者の醸成。規制緩和を
含めて外国の人材流入の促進も必要でしょう。起業家
支援インフラの整備の必要性については重ねて述べて
きました。人材の集まる魅力的な環境を整えていくこ
とも大切でしょう。ただ、もっとも大切なのは企業、
個人の行動だと思います。いろいろなところでこうし
た話をさせていただくと、その通りだという言葉をい
ただきます。今後はそうした総論を踏まえ、個々の企
業あるいは個人が、明日、自分がとるべき行動を自分
自身の問題として考えはじめる時期がきているのでは
ないでしょうか。
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光学ステッパー（スキャナー）
が半導体の主力露光装置とな
って、既に20年以上が経過し
た。その歴史は、半導体の微
細化に追随する為の、光学系
の高解像化と重ねあわせ精度
向上の歴史と言っても過言で
は無い。特に高解像化におい
ては、露光光の短波長化を繰
り返し、現在の最先端ツール
では、193nmのArFエキシマレーザー光源が採用されて
いる。スタートが 436nmの超高圧水銀灯（g線）であっ
た事を考えると、20年かけて1/2以下になっている。一
方、半導体微細化の方はおよそ2µmから0.1µmにまで
到達し、なんと1/20になっている。このギャップを埋め
るのは、投影光学系の高NA化、照明条件の最適化、レ
ジスト性能の向上、そして位相をコントロールされた
マスクの登場である。ただし、最近はこれらの諸技術
の領域では、可能な事はすべてやり尽くされた感があ
り、更なる微細化を達成する為には、王道に戻って、
より短波長へのシフトが不可避となっている。レンズ
材料が螢石に限定され、非常に高レベルのパージ技術
を必要とするにも拘わらず、波長157nmのF2エキシマ
レーザーが光源として一時期脚光を浴びた所以である。
ところが、最近1～2年の間で王道であったはずのF2

光源に強力なライバルが登場した。ArF液浸である。
光源を短波長化する代わりに、像空間における露光光
を短波長化する技術である。

1．液浸露光技術とは
液浸により高解像力を得る技術は、光学顕微鏡の世
界で古くから使われていた。光の波長は媒質を通過す
る時、媒質の屈折率の逆数に比例して短くなる。通常
波長と称するのは、真空中（空気中でも大差はない）の
波長である。表1にArFとF2の空気中の波長と、各々に
使われるであろう浸液中を通過する際の波長を示す。
注目すべきは、空気中のF2よりも水中のArFの方が波
長が短いという事実である。ArF液浸がF2の代替えと
なりうる事を裏付けている。像空間を液体で満たす方
法としては、図1のように、投影レンズとウエハー間の
限られた領域に限定する、ローカルフィルと呼ばれる
方式が最も現実的と考えられる。液浸露光の利点は、
新規技術開発がこの限定領域に限られている事から、
光学系の材料、パージ技術等はArFと共通である事で
ある。露光機メーカーとしては開発費が安く済む事が
利点であり、半導体メーカーとしては、レジスト開発
が必要無いこと、F2で悩みの種であったペリクル材料
に関する心配が無くなる点が魅力である。

2．解決すべき課題
液浸露光を実現する上で課題となるのは、以下のポ
イントである。
①浸液中のマイクロバブル
②エッジショット対策：ウエハー周辺部を露光する際
のウエハー裏側への浸液の回り込み
③供給浸液の温度コントロール
④浸液と接するレンズ面の保護
⑤水中リアルタイムAF

ニコンではシミュレーションと要素試作の結果、これ
らの課題が致命的なボトルネックではないと判断して
いるが、2004年後半に実際に液浸でスキャン露光を行
って最終確認する予定である。半導体メーカーにも試
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液浸露光技術
㈱ニコン　精機カンパニー　開発本部長

牛田一雄氏

牛田一雄氏

図1

表1
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作機で露光実験して頂き、違った視点からの確認をお
願いする予定である。

3．ArF液浸露光のポテンシャル
図2に非液浸ArFの限界に近いNA＝0.92と液浸で

NA＝1.2の各々について、パターンハーフピッチと焦
点深度の関係を示す。非液浸では60nmL/Sパターンが
限界であるのに対し、液浸露光では45nmL/Sパターン
まで可能である。丁度一世代、光露光の寿命が延びる
事になる。ArF液浸では、浸液として純水を使える点
が有り難いが、仮にF2で液浸露光をする場合は別の浸
液が必要になる。現状では、100点満点の解は得られて
いないが、候補としてはPFPEがあり、透過率の向上が
課題となっている。

4．光学設計解
液浸の採用でNAの物理限界が、1.0から1.44に向上す

る。しかしながら、実際の光学系のNAが自動的に向上
する訳ではなく、光学設計上の困難を乗り越えなけれ
ば達成できない。特にNA＝1.1以上を露光領域の縮小
なしで実現しようとすると、従来の屈折光学系（レン
ズのみで構成された光学系）では非現実的なレンズ径
が必要となり、経済性無視の設計になってしまう。
Catadioptric（反射屈折：パワーを有した反射ミラーを
含む）光学系を採用すれば、このジレンマは解消され
る。図3にレンズ径とNAの関係を示す。非球面レンズ
の採用によって、高NA化に伴うレンズ径の拡大を抑制
できた事で、非液浸レンズでもNA＝0.9以上が実現可
能となった。次のチャレンジとしてCatadioptric光学系
を超低収差で設計・製造することが急務である。液浸
の恩恵を最大限得る為に、最終的にはNA＝1.2以上の

光学系を実現する予定である。図4にCatadioptric光学系
の例を示す。現状と同じスキャン幅26mmを確保した上
で、NA＝1.2を実現する設計解が既に得られている。

おわりに
ArF延命策の切り札として、最近脚光を浴びている
液浸技術について簡単に報告した。従来路線通りなら
ば、当然ArFの次はF2へと波長シフトするはずであっ
た。その波長シフトが躊躇されている背景は、レンズ
屈折材料、レジスト材料、さらにはペリクル材料等に
拘わる困難および非経済性のゆえである。2004年中に
は液浸技術が次の世代を担う事が確定すると筆者は予
測している。

図2

図3

図4



1．はじめに
（1）上記テーマで、11月27日
開催。講師は、前南通富士通
微電子董事長山田長生氏、サ
イタックス㈱社長徐行倹氏、
ゴールドマンサックス証券松
橋郁夫氏である。
（2）今から2年半前、大手総合
電気メーカーの半導体担当の
役員と懇談した。
仮説であるが米国と中国市場と究極の選択、二者択
一の場合は中国だ。
中国一社で将来食っていけるとの見解だった。
この役員の方の見識と炯眼に今更ながら深く敬意を
表する。それだけ中国の日本経済に与えるインパクト
は大きくなってきた。鉄鋼、造船、建機、海運も好影
響を受けている。中国発デフレが中国発インフレに変
化しつつある。
（3）日本のマクロ経済の回復の主導は中国と米国の外
需である。地政学的有利さは米国に比し中国が圧倒的
に大きい。だから夏のセミナーに続き再び中国を取り
挙げたのである。夏は中国人若手経営者3人による座談
会を通じて直接に彼等の考え方と人材水準の高さを見
ていただいた。
今回は山田さんのように日本人として94年以来中国
企業の中で苦闘された方の経験と見識を聞くことであ
り、夏と大きく観点が異なる。
何故2回も“中国問題”をと言う人もおり言及してお
きます。そしてあくまでもビジネスの視座で政治的な
要素はない。

2．相談コーナー
回答者山田顧問、徐社長、森山

（1）現地に進出する際に又は現地企業において採用、
幹部の選別と育成、営業の仕方、品質管理の考え方の
相違、アフターサービスのあり方と年間保守契約、ク
リーンルームの市場動向等について質問があり詳細な
回答があった。
リコー、大日本スクリーン製造、ワイ・デー・ケー、
コセイ、センサレージャパン、東洋物産の社長、幹部
の方から質問をいただいた。
セミナー出席者50人の約80％近い方々が出席されて

おり、会場とインタラクティブに活発な意見交換がな
された。詳細は割愛し、セミナーの方で総括して報告
する。
（2）協会発足以来5年を経過したが、“相談コーナー”
は初めての試みである。夏のセミフォーラムジャパン
における特別シンポジュウム“提言提案”活動グルー
プの発足の際もそうであったが、協会で、新しいこと
を始めるには“勇気”がいる。
（3）直接経験と間接経験
セミナーは間接経験である。世の中には直接自らが
経験しないと信用しない人も多勢いる。
一定の直接経験を持ちながら広く間接経験の量と質
を増やしていくことが、その人の見識を高めることに
なり、実務的な“智恵”として体についていく。
色々なエピソードを含めて大変面白くお話をいただ
いた。中国人、中国社会に対する厳しい見方が多いが
その底に中国に対しての暖かい友情と愛着が感じられ
る。文章として書くと問題もあるので割愛する。やは
りこの手のセミナーは直接に聞いていただくのが一番
である。
相談コーナーの第一回目としては、“良い結果”と判
断してよいであろう。

3．中国ビジネスの推進上の問題点。
（1）山田さんが1994年南都市にはじめて足を踏み入れ
た時“俺のサラリーマン人生はこれで終わった”とし
みじみ思ったほど、生活レベルの低い状況だった。そ
れから、97年に富士通との合弁会社を設立し、6年間近
く董事長をつとめ、発展に大きな貢献をされた。今は
南都市の名誉市民である。
組立生産能力年間15億個、従業員2000人の企業とし

て、03年株式上場を果たされた。
これだけ長期間中国企業の責任者として従事された
方は業界では極めて貴重な存在である。
（2）問題点の過半は日本側のスタンスにある。
①進出目的と戦略を明確にする。
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関西秋季特別セミナー　報告

“中国ビジネス実務相談コーナー”
“中国ビジネス推進上の最大の問題点は何か”

その対策は。
“日本半導体の好調は続くのか”04年05年の

見通し。
㈱フェローテック顧問　森山武克運営委員

森山武克運営委員



安い労働力のみを求めての工場進出は必ず失敗する。
中国の労働コストもどんどん上昇している。
グレーター上海地区で労働集約型はもう無理である。
②日本側にも信用力のあるエース級の人材を派遣する。
日本に早く帰りたい人材は現地で信用されない。
③省は国家である。中国共通の統一見解はない。
いかに省の支援策を取り付けるか。場合によっては
大言壮語の経営計画も必要である。
④外資系、台湾系でない民族系への売り込み
営業は日本人ではむつかしい。
⑤債権回収と在庫管理はこまめに最大の関心を持って
行う。
⑥従業員教育の徹底。ルールを決めて公平に競争させ
る。表彰し名誉を与える。中国人は大変誇り高い。
⑦危機管理能力
何が起きても不思議ではない社会である。被害極小
化の撤退のシナリオと手順を準備しておく。
⑧現地部材の徹底活用
中国人のモラールも上がる。
⑨人脈社会、ファミリー社会である。然し、考え方は
欧米型である。日本的な“暗黙知”の世界ではない。
100指示したら100であり、気をきかしてくれての105

を求めても通用しない。
⑩政府、省の権力者以外の人には、将来より今日である。
年間保守契約は今故障していないのでむつかしい。
サービスで無償で高級部品を提供して取付けても、
これに起因する故障は、許してもらえない。
⑪秘訣＆原則
あせらず、あわてず、あきらめず、あてにせず、あ
などらず、あきれかえらず。

4．影気の持続力04、05年の見通し
昨年に引続き若手有望の松橋さんにこの景気の本質
と見通しについて極めてクリアーに語っていただいた。
昨年の予測もほぼ正確であったと思う。

（1）NECエレクトロニクスの上場は、半導体専業メー
カーとしての見えやすい指標・クライテリアを株式市
場に提示したことになる。
今後同業他社はその比較において評価される。

（2）総合電気メーカーは決して経営が破たんすること
はないという安心感が株式市場にひろがったことは大
きい。
（3）世界の半導体市場の伸び15％、04年は18％、05年
はDRAM、フラッシュの調整局面に入り7～8％にダウ
ンする。
一方マクロ経済としては、世界経済04年米国3.7％、

ヨーロッパ2.7％、日本1.8％と予想する。
PCは04年も10.2％、05年は8.1％の成長を予想、携帯

は04年8％から05年は2～3％に落ちる。
（4）DellのTVの販売ウォールマートのデジカメ売出し
等により、デジタル家電系は第2の普及期に入り一段
と末端価格が低下する。名目成長率に対する影響は大
きい。
（5）世界の半導体市場の15％の伸びに比較して日本の
半導体メーカーは思ったほど伸びてはいない。本当に
好調だったのか今後充分分析し評価していきたい。
（6）注目される企業（日本）

LCD市場の数量拡大 ：日東電工
シェアアップによる成長：日本電産
付加価値アップ ：NOK

（7）注目される企業（海外）
中国のディクリート半導体メーカー　Diodes。
新しい半導体IPベンダー　Artisan Components。
ASIPの大手　California Micro Devices。
台湾のLCDドライバーIC Novatek。
USBフラッシュドライブなどの大手

Lexar Media、Msystems。
（8）過去を分析すると実はオリンピックの年でなく次
の年の方が市場の伸び率が高い。
（9）04年から米国のTVにSTB（Set Top Box）の組み込
みが義務付けられる機種が出始める。普及のトリガー
になるか動向を注目したい。それに通信機器市場も最
悪期を脱し投資余力を持ち始めている。
（10）更にマーケットの動向、変化の兆候をじっくり見
ていかねばならない。03年のノートPCの急伸を日本は
予測できなかった。最近米国における携帯付PDA（サ
ムソン製）は男のくつの大きさ位だがよく見られる。
小型化追求だけで良いのか、時々考え方を大きく転換
する必要がある。
（11）どういう条件ならば儲かるのかそのパターンの分類
・規模の経済の追求 三星、TSMC

・先行優位の維持 PLDにおけるXilinx、Altera

・圧倒的技術格差 インテル、クァルコム
・職人芸勝負 アナログ半導体　ADI

STマイクロ
・経営効率の限界的追求 ローム
・後工程のノウハウ ディスクリートにおける東芝

04年中はこの日本有利のモメンタムは継続する。05

年について大幅な落ち込みは予想されないというのが
総括結論である。不安定懸念要素としては米国大統領
選挙、イラク情勢による米国経済のスローダウンであ
ると私は思う。
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今回のライフプラン懇談会の
講演者は、ソニー出身の中村末
広。講演テーマは「「創造活動
と人づくり」と私の信条」で、
「ソニーの遺伝子「創＋造」」を
副題に添えた。中村といえばフ
ラット画面テレビ「WEGA」を
世に送り出した男。中村の講演
を通じてソニースピリッツに触
れてみたいと思う。
ソニースピリッツの原点は「創＋造」。「創」とは、い
わゆる縦方向の上昇ベクトル。これまで世の中に存在
しなかった、まったく新しい商品を次々に開発してい
く推進力を示唆する。一方、「造」とは横方向の継続ベ
クトルで、既存商品の販売競争において、徹底したモ
ノ造りで利益を出し続ける推進力である。この上昇と
継続の二つの推進力が、ソニーを前進させているので
ある。上昇ベクトルはもはや説明するまでもない。多
くの人が記憶する数々のソニー商品がそれを語ってい
る。中村の手掛けたフラット画面テレビWEGAも、上
昇ベクトルで見るならば、企画決定から販売まで、超
最高速の6か月で商品化を達成。継続ベクトルでは、
WEGAは従来テレビの2倍以上の価格帯にもかかわら
ず、長期にわたって売れ続けてきたことが挙げられる。
「造」の世界において、ソニーが導入した手法がセル
生産である。セル、つまり島と解釈する。もしくは工
場と解釈してもよい。セル（島もしくは工場）を構成する
人数は少なければ少ないほどよい。1人がベストで、多
くても3人まで。一つの島で、月産20台～30台を生産す
る。10人いれば、月産200台～300台の生産数量になる。
逆に、品種数で見れば、50品種まで対応可能である。
もう分かると思うが、ソニーはこのセル生産方式の導
入で、大量・少量・多品種生産のすべてに対応可能な生
産体制を確立。ダイナミックな市場変動に、迅速に対応
する生産ラインを構築したことになる。分散すると固
定費が増加する。ソニーはこの従来の常識を打ち破り、
固定費を増やさず分散化を行い、かつ市場対応スピー
ドを大幅にアップさせた。今はオペレータ自らが市場
の動きを見て、生産を考える時代になったといえよう。

1997年、セミコンダクタカンパニーのプレジデントに
就任した中村。巨額の設備投資を強いられる半導体生
産において、セル生産方式を半導体用に進化させたミ

ニファブ・コンセプトを打ち出した。これはバラつきの
大きい装置間スループットを、各装置のチャンバ・サイ
ズを小さくするなどの工夫で極力均一化し、生産効率と
規模を段階的に上げていこうというのがその基本であ
る。ミニファブ・コンセプトは2001年8月から国家プロジ
ェクト「HALCA：Highly Agile Line Concept Advancement」
へと継承され、2003年度末でプロジェクト完了を迎え
た。また一つ、中村の生産思想が具現化された。
半導体生産も含め、半導体ビジネスそのものが大き
く様変わりしようとしている。かつて市場を牽引した
パソコンや携帯電話のような単一製品での巨大マーケ
ットは、ここしばらくは登場しないであろう。デジタ
ルカメラ、DVD、カーナビゲーションシステムなど
個々の製品市場は小さいが、トータルとして巨大市場
を形成しつつある。それがデジタル情報家電であり、
カーエレクトロニクスの世界である。
半導体メーカー各社は、多様化するアプリケーショ
ンに対応できなければ、生き残れない時代を迎えてい
る。この市場環境の変化を見据え、ソニーが東芝およ
びIBMと手を結び開発を推進しているのが「CELL」コ
ンセプトである。CELLはプレイステーション搭載のエ
モーション・エンジン（EE）の次世代版MPUだが、EE

がゲーム機用だったのに対し、CELLは汎用性を持つと
ころがポイント。汎用といっても、リ・コンフィギュ
ラブル性を持たせることにより、デジタル情報家電群
への搭載を狙う。CELLはアプリケーションの多様性
とそのトータル市場規模、さらにはデバイス性能にお
いても、やがてはPentiumを抜くと予測している。
ビジネスはグローバル化時代を迎えた。ソニーも製
品をグローバルにマネージはする。しかし、同時に進
出国に敬意を表し、ローカルにも力を持たせることを
大事とする。製品の生産・販売を現地の人がマネージ
し、現地の人が造る。さらに部品も現地調達すること
により、それぞれのコミュニティで良き企業市民とな
って貢献することをポリシーとしている。だからこそ、
ソニーのブランドは世界で愛され、生き続けているの
である。ソニーは中国にも進出する。それは前述した
ように、生産拠点としての中国は二の次で、一番はや
はりそこに市場があるから。グローバル＆ローカライ
ゼーションの精神は、ビジネス推進において、決して
欠落してはならない精神といえよう。
最後に、中村はソニーの話をしているようで、実は
日本の話をしていたのである。これからの日本が生き
ていく道、記述のすべての「ソニー」という言葉を
「日本」に置き換えると文意はがらりと変わる。ソニーの
強さ、それは他でもない日本の強さなのである。日本
の強み「創＋造」を活かそうと提言しているのである。
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中村末広氏　ソニー中村研究所社長
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最近、日野市が「新撰組！」
ゆかりの地として話題になっ
ています。その多摩丘陵側の
京王線沿線に私が移り住んで
随分歳月が経ちました。開発
によって自然が少なくなりま
したが、まだまだ近くには百
草園、高幡不動尊、多摩動物
公園などがあり、周辺の風景
から四季折々の自然の移り変
わりを感ずることが出来ます。とは言え、従来私は自
然の生物への関心はあまりなく、日常生活の中で目に
した動植物の名前や特徴を漫然と記憶にとどめてきた
に過ぎません。分類学的或いは生態学的な知的好奇心、
探究心は全く希薄でした。こんな私が茶毒蛾の存在を
知ることになったのは日野に住んでからです。
ある年のゴールデンウィークを過ぎた頃、玄関脇に
ある椿の葉何枚かに、裏一面を埋め尽くすように頭を
並べて数十匹の毛虫がついているのを見つけました。
葉ごと摘み取って、手持ちの薬剤を散布して全く自己
流に駆除しました。毛虫が茶毒蛾の幼虫であることは
後になって分かったのですが、お陰で翌日手から腕、
脇腹にまで赤い斑点のかぶれができ、一週間ほどはひ
どい痛痒に悩まされました。それ以来、さすがに無精
者の私も椿だけはこまめに剪定をして、薬剤も茶毒蛾
に効果のあるという石灰硫黄合成剤に変えて防除を心
がけました。その効果があって暫く茶毒蛾の被害を忘
れかけていました。ところが、昨夏の異常気象で、特
に9月には異常な猛暑が続き、気がついてみると、葉の
食害された椿は枝ばかりが目に付き、見るも無残な姿
になっていました。茶毒蛾の異常発生でした。
意外なことに、そのとき食害された大半の枝には、

先端に二枚の葉が残されているのに気付きました。植
木屋の剪定した植木の枝先に葉が残されているのを見
かけますが、このことと茶毒蛾が葉を残したことがひょ
っとすると符合するのではないかと考えました。茶毒蛾
の大量発生は椿の葉の大量食害をもたらし、葉が無く
なれば椿の枯死を引き起こします。椿は茶毒蛾の大切
な食料資源であり生存の源泉です。椿の大量枯死は食
料資源の枯渇をもたらし、延いては茶毒蛾という種の
生存の危機をもたらします。枝の先端に残された葉に
よって椿の枯死は免れ、次の年には新しい葉が枝に生
えて食料資源が確保されます。葉が残されたのは茶毒
蛾の「自己保存現象」、言うなれば茶毒蛾の「ISO14000」
なのかも知れません。このことをある友人に話してみ
ましたところ、別の見方が返ってきました。茶毒蛾の
「自己保存現象」というより、椿は自分の生存を確保す
るために枝の先端の双葉に茶毒蛾にとって有害な成分
を含ませているのではないか、即ち、椿の「自己保存
現象」だというのです。葉が全く無くなってしまった枝
もありましたので、この説には無理があるように思え
ます。茶毒蛾の生態をもう少し知りたいと思って調べ
てみましたところ、茶毒蛾は年1回ではなく通常は2回
発生すること、幼虫はからだ中に50万本もある微細な
毒針毛をもっており、一旦発生した樹にはその毒針が
長期に残り、初冬に剪定に入った植木屋でさえやられ
てしまうことがよくあるとのことです。しかし、私が
家の植木でたまたま垣間見た上述の「自己保存現象」
が果たして普遍的なものと言えるかどうかについては
調べが就きませんでした。
蛾の世界もとても広くて奥深く、日本蛾類学会とい
う蛾だけを対象とする学会があることも初めて知り、
これも驚きでした。そのホームページには「蛾という
と、毒があるとか、粉をまき散らすとか、気味が悪い
とかのイメージで嫌われもののようですが、斑紋の美
しさ、変わった生態、人間の生活に役立つなど、大変
魅力のあるものです。日本には約5500種の蛾が知られ
ていますが、分類や生態などまだまだ解明されていな
いことが山ほどあります。これらの研究に多くのアマ
チュアや同好者が貢献していますが、多くの方々が蛾
に興味を持ち、蛾の研究が発展することを望みます」
と書かれています。自然界には種類の違った生物どう
しが互いに利益を得ながら生活している、いわゆる共
生関係、またある生物が他の生物の栄養分を吸収して
生長していく、いわゆる寄生の関係がいろいろと見ら
れるようです。椿と茶毒蛾の関係も自然界の「共生」
や「寄生」などの観点からみてみるのも一興かも知れ
ません。
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椿と茶毒蛾
住友イートンノバ㈱代表取締役社長　C橋令幸会員
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1962年と1964年、プレーナ
トランジスタ技術とIC技術が
開花しようとしていた時、私
はアメリカの幾つかの半導体
製造工場を訪問し、シリコン
デバイス技術について視察、
勉強させてもらった。アメリ
カ出張はそれぞれ1ヶ月であっ
た。ここでは、ソニーとアメ
リカ半導体とのそれまでの歴
史的な関係をまず報告し、その上で1962年の出張報告
をソニーとの関連で述べたいと思う。
BTL, Western Electric, RCA, GEとソニー

1952年、東通工社長、井深が初めてニューヨークを
訪れ、BTLがトランジスタのライセンスをするセミナ
ーのその時に遭遇した。彼はセミナーに参加は出来な
かったが、トランジスタ事業をはじめることを決めた
のは多くの人の知るところである。井深はそれでトラ
ンジスタラジオを発売し、ソニー発展の基礎を築いた。
これは技術援助契約ではない。特許ライセンス契約で
ある。実際にはWEとの契約である。その後RCAとも
特許ライセンス契約を結んだが、これも技術援助契約
ではない。最後にGEと半導体技術について技術援助契
約を結んだ。1957年、5年契約だったと思う。

GEは当時日の出の勢いだった。中でもパワーデバイ
スは最強であった。しかもシリコンパワーデバイスの
強化がその狙いとする戦略であった。一方、ソニーは
1956年からシリコントランジスタの開発に目標を定め
ていた。当面の目標はトランジスタテレビであった。
トランジスタラジオ発売の時（1955年）からそれを考え
ていた。いずれシリコンの時代が来る、高い電圧と高
温に耐えるシリコンが主役になるだろうと考えたのは
まことに的確であったというべきであると思う。

GEを選んだのはそういう背景からであっただろうと
考えている。岩間半導体部長（当時）は1956年12月、
これからシリコンをやる、ゲルマニュームのトランジ
スタラジオはその研究費を稼ぐためにやっていると私
に話した。1957年、岩間は私たちにシリコンパワーデ
バイスで新しい分野を開こうと言ったことがある。テ
レビ以外でも産業用分野も視野に置いた発言であった。

サイリスタも開発せよと命じ、その開発を進めていた。
当然GEとの関係が頭にあった。彼はGEに学べと私た
ちに指示していた。
アメリカ半導体技術視察の旅、GEとの関係

1960年、ソニーは世界最初のトランジスタテレビを
発売し、その水平偏向出力にシリコン2重拡散型トラン
ジスタを開発、採用した（川名担当）。そして1962年、
「トランジスタがテレビを変えた」のキャッチフレーズ
と共に5インチのポータブルテレビが発売され、アメリ
カでも圧倒的な人気を博した。私たちがアメリカに出
張したのはその時であった。

BTL、WE、RCA（Summerville）、Delco、Fairchild、
GE、BTU、TI 、Shockley Lab、MIT、Stanford Univ.

その他の会社を訪問した。BTL、WE、RCAではシリコ
ントランジスタ技術、エピタキシー技術などを視察した。
しかし、中でも一番長期に滞在したのはGEであった。
Syracuse、Auburn、Clyde、Buffaloの各工場を訪問する
と同時にSyracuseには何日も滞在した。SCRの発明者、
Hollonyakにも会った。しかし、ソニーはGEとここで契約
を解除している。岩間が私たちの滞在中にGEを訪問し
て、正式に挨拶したようである。GEはもちろん早くから
分かっていた。ソニーとこれ以上仲良く付き合っても
利益は得られないと思ったであろう。私たちも滞在中
勉強にはなったが、ビジネス的な関係は出来なかった。
その前に、ソニーはGEから技術導入を果たしている。
ゲルマニュームの合金型トランジスタの量産技術、シリ
コンのグローン型トランジスタのパッケージ技術、そして
シリコンの合金型整流器であった。目標であったパワー
デバイスは目標を達成していない。パワートランジスタ
はソニーの方が独自にずっと良いものを作ってしまった。
プレーナ技術とFairchild、TIとの関係

GEよりも本当は重要なことがあった。プレーナ技術
とIC技術である。FairchildとTIである。中でもFairchild

が重要であった。GEはプレーナではFairchildにかなり
遅れをとった。その後NECは独自の人脈でFairchildと
契約を結び、日本に於ける独占的な同特許ライセンス
窓口となった。

1962年10月私たちはニューヨークのアイドルワイルド
空港（現Kennedy）で岩間がSan Franciscoから到着するの
を迎えた。岩間は中折れ帽子を頭に寸分の隙もない出
で立ちで降りてきた。「Noyceに会って来たよ。一足遅
かった。長船さんがすでに契約を済ましていた。」といっ
て車に乗った。それからNECを除く多くの日本の会社と
同じくソニーも苦労が続いた。プレーナの特許料が高す
ぎるために特許を逃れる方向の開発が進んだ。これは
お互いに不幸なことだったと思う。そのために新しい
技術が生まれてきたことは評価すべきであるとは思うが。

半導体�

～海外編～�

?????????????????

?????????????? ?

川名喜之会員

初期のソニーとアメリカの半導体
川名喜之会員



新事務局長挨拶
山本孝雄

日本の半導体産業の歴史と
ともにその発展に多種多様の
分野で寄与されて来ておられ
る会員の皆様の経験と経歴は
半導体シニア協会の財産です。
この財産を基盤とするヒュウ
マン・ネットワークは業界の
さらなる発展につながり、会
員の皆様の人生への刺激また
充実の源となると確信しています。その中で事務局長
の大任を仰せつかることは私の人生にとって新たなペ
ージとなります。微力ながら協会の発展に携わらせて
いただく所存でございますので、ご指導またご鞭撻を
いただけますようお願い申し上げます。 H16年3月
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エム・イー・エム・シー㈱　田中洋一会員
半導体用シリコンウェハーの営業を担当しています。1年
半のリタイア生活から復帰しました。仕事を越えた交流を
期待しています。
㈱日立国際電気　野宮紘靖会員

3月31日付にて, 日立国際電気を退職し, シニアの仲間入り
をさせて頂きます。どうぞ宜しく。

新会員の一言

その後、この出張期間中にFairchild社を訪問した時
は50分くらい待たされた挙句、出てきた人が「わが社
はあなたの会社と何の関係もない、工場の中に入れる
ことは出来ないとにべもなく断られた。こちらは持っ
てきたトランジスタのデータなどを説明して議論した
いといったが取り合ってくれなかった。同行した遠藤
が測定技術についてエンジニアの名前を挙げてその人
とこれこれのテーマで話したいが、といって、ようや
く中に入れてくれた。窓から工場もちょっとは見るこ
とが出来た。それまで、どこへ行っても親切に見せて
くれたし、説明してくれたのに反して大変な違いでシ
ョックを受けた。でもこれが当たり前かなと考えたり
したものであった。
岩間はWE、RCA、GEを抑えておけば特許対策は大

丈夫と始め思っていたようであるが、Fairchildのプレ
ーナ技術出現にショックを受けたようである。それで
も、自分がNoyceならば同じように高額の特許料を要
求しただろう、と私に話した。

一方TIである。私と同僚の遠藤（浩）がその期間中に
訪れたときは多くの幹部たちが出迎え、下にも置かない
歓迎振りだった。工場の中を見せてくれただけでなく、
会社内で立派な昼食会を開いてくれた。伝統的にTIは

ソニーと仲良くしたいという気持ちがあったのであろう。
その後、Kilby特許で日米が紛糾したときはソニーとTI

が合弁会社を作ってこの困難な問題を解決した。
マネージャーの一人が私に言った言葉を今でも覚え
ている。「シリコントランジスタをテレビに使うという
決断を下したソニーのマネージャーは大変すばらしい」
と。この発言は当時ソニーのポータブルテレビのアメ
リカでの人気の高さを反映していたし、日本進出を考
えるTIの民生品進出への意欲が分かるような気がする。
アメリカで学んだこと
学んだ半導体技術はすべてが勉強になった。行く
先々で親切に教えてくれた。初期の日本の半導体技術
は皆アメリカによっている。これらに対し、今でも心
から感謝している。プロセス装置も当時アメリカから
買ったものが多かった。
同時に学んだのは、アメリカという国と人であり、
社会である。出張時にちょうどキューバ危機が起こっ
ている。その後もアメリカに滞在したりしたが、最初
の訪問の時のimpactは忘れられない。アメリカの悪い
ところも次第に学んだが、最初の訪問の時に学んだア
メリカの技術に優れ、論理的で、明るく、親切な国民
性はその後の私の人生にずっと影響していると思うの
である。

会員現況（3月11日現在）
個人253名、賛助37団体

山本孝雄事務局長
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